
図 1 円孔付き試験片に引張荷重を印加し
た際の応力発光と応力シミュレーション 

図2単純重ね合わせ接着継手(a)と応力発
光シートを設置した写真(b)、並びに引張
荷重時の応力発光像(c) 

図 3 CFRP の各荷重印可（引張・ねじり）
に対する力学分配の可視化 

接着内部応力の直接・間接可視化相関 
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自動車・航空機産業を中心に、材料の適材適所、

複合使用（マルチマテリアル）構想による次世代

輸送車両開発が加速している。素材に競争力をも

つ日本が世界をリードするためにも、素材から加

工、製造（機器）等へのバリューチェーンを、独

自検査技術で拓くとの観点から、機械的な状態（応

力・ひずみ分布）を可視化できる技術応力発光（図

1）を用いたマルチマテリアルの破壊予知、破壊プ

ロセスの可視化を行っている 1。特に、従来の鉄鋼

と異なり、溶接による接合が使用できない炭素強化

プラスチック（CFRP）に関しては、接着が重要な

役割を果たすため、改めて大変な注目を集めてい

る。2本公演では、力学状態を可視化できる応力発光

センサを用いて、接着層の応力分布の直接的・間接

的可視化、更にはその相関を検討すると共に、CFRP

の接着力分布について検討したので報告する。 
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